
事業／施設概要

【R2:情－１】 道路等包括管理事業の効率化方策の検討事業調査
（実施主体：東京都府中市）

東京都府中市 基礎情報（R3.1.1時点）

・人口:260,255人
・面積：29.43km2

目的・これまでの経緯

H23： 先導的官民連携支援事業（H23先-01）
→府中市インフラマネジメント白書・計画策定

H26～H28： けやき並木通り包括管理事業（パイロットプロ
ジェクトA=18.8ha）

H27： 先導的官民連携支援事業（H27先-03）
→けやき並木通り包括管理事業の評価

H29： 本事業推進方針策定
／インフラマネジメント白書・計画更新

H30～R2： 現行包括管理事業(北西地区試行事業A=755ha)
R2： 本事業運用方針策定

先導的官民連携支援事業（本調査）
R3～R5： 次期包括管理事業（市全域）

【事業分野：道路 】 【対象施設： 市内市道全線 】 【事業手法：包括的民間委託 】

調査のポイント

① 本事業の運営やマネジメントと作業報告や作業管理に
おける市職員と事業者の負担の軽減

② 本事業の管理データを市職員と事業者が共有できる支
援システムの導入と将来に必要な機能の基盤準備

③ 本事業の記録をIoT（支援システム導入）、RPA（報告書
自動作成）等で効率化、記録データのインフラマネジメン
トシステムへの保存・活用による省力化

④ 本事業における各種管理データの運用を簡易にするル
ールの確立

【調査の目的】

【これまでの経緯】

① 市全域で実施する道路等包括管理事業（本事業）で得られる道路施設の管理データを活用するため、案件の進捗状況を複数の事業者と市職員が地図上
でリアルタイムに共有できる支援システムの導入検討 （市職員と事業者のリアルタイムな情報共有ツールを実現）

② これまで本事業で得たノウハウをもとに、支援システムから自動的に出力可能な「報告書の様式」を規定 （報告書自動作成機能（RPA）を具備）

③ 市が保有するインフラマネジメントシステムに、支援システムが扱う管理データを登録するための方法を設定 （情報共有基盤の整備）

④ 今後はＡＩを活用する舗装劣化予測・補修計画自動作成を始めとする最新のデジタル技術により蓄積した管理データを、官民連携により有効活用できるよ
う、汎用性の高い「標準化インターフェイス」を導入 （「道路管理における各種データ管理の方向性」を設定）

市全域 2,943ha、2,448 路線
市全域を３地区で分担

多摩川

東京競馬場

府中市役所

京王府中駅

北西地区

南西地区
東地区

東芝府中事業所

主な道路施設 数量

道路橋、歩道橋 21橋/405ｍ､15橋/402ｍ

ペデストリアンデッキ 2か所/約3,871㎡

ケヤキ並木(ｹﾔｷ並木等) 128本

街路樹（高木/路線数） 8,350本/221路線

道路反射鏡 3,140基

施設案内標識／その他 844基/7,231基

項目 内容

幹線市道
路線数 61 路線
延長 88,539 m
面積 988,522 m2

一般市道
路線数 2,387 路線
延長 345,928 m
面積 1,715,397 m2

幹線市道
一般市道（準幹線）
一般市道(生活道路)
地区境界



【R2:情－１】 道路等包括管理事業の効率化方策の検討事業調査
（実施主体：東京都府中市）

調査結果

【標準化インターフェイスを導入する利点】

a. システムごとに異なるデータ構成や内容を仕様書に規定
することにより効率的な管理データの構築が可能

b. データ構造が規定されるため、時点の先進的なシステム
の導入などへの柔軟性を付与

IoTやRPAを活用した
システムを導入

市全域の要望相談
・通報を受付て自
動送信

新たな個別システムを導入する際の
標準化インターフェイスを導入

報告書
様式

機能規定
  

  

  

  

  

  

  

  

  

登録設定

【道路管理に係る各種データ管理の方向性】

① 道路の維持管理の効率化と情報の共有化を図るため、本事業に支援シス
テムを導入し、蓄積される管理データをインフラマネジメントステムに登録
することで、既存のデータと併せ情報共有基盤を実現する。

② ＡＩを活用する劣化予測・補修計画の自動作成を始めとする最新のデジタ
ル技術により蓄積した管理データを、官民連携により有効活用できるよう、
汎用性の高い標準化インターフェイスを導入する。

本事業で利用する
支援システムを導入

道路管理効率化ﾒﾆｭｰ 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

包括管理事業

道路データ管理

道路管理調査

メンテナンス記録

ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

市民通報システム

市全域

路面性状調査

市全域 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ記録

効率化検討

（標準化I/F）

ＡＩによる舗装

補修計画自動

作成の検討

自治体による

共同運営データ

管理体制検討

道路巡回画像取得

ＡＩによる

舗装評価・計画

試行実験

導入可能性の検討（公共施設・公園・道路）

過年度ﾒﾝﾃﾅﾝｽ記録のデジタル化

市全域

ＡＩによる舗装

補修計画導入

巡回画像更新

システムのリプレース

北西地区

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ記録

北西地区

〇〇〇
システム

インフラマネジメントシステム
（道路管理データ保管）

コールセンター
システム

帳票 ＤＢ

維持管理記録
システム

帳票 ＤＢ

ＡＩ舗装劣化予測・
補修計画自動作成

補修
計画 ＤＢ 記録 ＤＢ

道路・道路施設台帳

作業記録ＤＢ

通報記録ＤＢ

標準化インターフェイス

管理データを
継続して追加

令和２年度での検討範囲

令和３年度以降の検討範囲

市
が
調
達

市
が
構
築

事業化に向けた今後の展望

【本業務で実現した標準化インターフェイス】

・ 道路管理に必要なデータ項目を「報告書様式」として規定。

・ 支援システムに要求する機能を規定

・ インフラマネジメントシステムへのデータ登録方法を設定。
（データ管理の方向性に沿って段階的に実現〈ＡＩを活用する
劣化予測・補修計画の自動作成の導入など〉）

標準化インターフェイス


